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承認番号  
課題名 Helicobacter pylori除菌療法の臨床経過に関する後方視的解析研究 
研究期間 西暦	 	 2017年	 	 1月	 	 18日	 ～	 	 	 2018年	 	 3月	 	 31日 
研究の対象 2014 年 1 月から 2016 年 12 月までに保険診療の中で HP 除菌治療を受けられた方 
利用する試料・情報

の種類 
 
 

■診療情報（詳細：患者の性，年齢，生年月日，HP感染診断（培養検査の場合は
薬剤耐性検査を含む），除菌治療内容（除菌日，処方薬剤），副作用の有無，除菌

判定内容（除菌判定日，判定法，除菌結果），２次除菌（有無，薬剤，除菌日），

内視鏡検査（施行日）） 
□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：	 	 	 	 	 	 	 	 ） 
□血液 
□その他（ ） 

外部への試料・情報

提供 
□自施設のみで利用	  
■多施設共同研究グループ内（提供先：旭川厚生病院）（提供方法：データセンタ

ーへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。

対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。） 
□その他（提供先：	 	 	 	 	 ）（提供方法：	 	 	 	 	 	 ） 

研究組織 共同研究施設 

旭川医科大学内科学講座	 消化器血液腫瘍制御学分野 

旭川がん検診センター 

国際医療福祉大学病院	 消化器内科 

	  

主任研究者：田邊裕貴（旭川厚生病院	 消化器科	 主任部長） 

分担研究者：奥村利勝（旭川医科大学	 内科学講座	 教授） 

	 	 	 	 	 	 藤谷幹浩（旭川医科大学	 内科学講座	 准教授） 

	 	 	 	 	 	 安藤勝祥（旭川医科大学	 地域医療支援および専門医育成推進講座	 特任助教） 

	 	 	 	 	 	 上野伸展（旭川医科大学	 地域医療支援および専門医育成推進講座	 特任講師） 

	 	 	 	 	 	 佐藤貴一（国際医療福祉大学病院	 消化器内科	 教授） 

	 	 	 	 	 	 菅野晋子（旭川がん検診センター	 所長） 

研究の意義、目的 本研究は Helicobacter pylori（HP）除菌による胃癌撲滅のための基盤となる調査
研究であり、HP除菌治療の有効性を評価することを目的としています。本研究に
よってより有効で副作用の少ない除菌方法が明らかになります。 

研究の方法 ①	除菌患者を集積して、除菌率および副作用の頻度を算出します。 
②	耐性検査の結果に細分類して除菌率を算出し、耐性検査を行わない除菌治療と

の比較検討を行います。 
その他 	

お問い合わせ先 	 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

複数施設研究用 



い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

い。	

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記

の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあ

りません。	

	

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：	

旭川氏緑ヶ丘東２条１丁目１−１	

0166-68-2462	

旭川医科大学	 内科学講座	 消化器血液腫瘍制御内科学分野	

上野	 伸展	

	

研究責任者：	

旭川医科大学	 内科学講座	 消化器血液腫瘍制御内科学分野	

奥村	 利勝	

	

研究代表者：	

旭川厚生病院	 消化器科	 田邊裕貴	

	

 


